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　　In 1993, a Japanese education minor degree option was established at the Okinawa 
International University (OKIU). After the “Plan to Accept 100,000 Foreign Students,” 
pursued by the national government, achieved its goal in 2003, the number of international 
students in Japan increased, and training Japanese language teachers became an urgent 
matter. Teacher training has progressed since the program started at OKIU, and according 
to social conditions, the curriculum has been reorganized according to the needs of learners. 
The number of students who enroll has continued increasing year by year since there are a 
lot of students who have wanted to become Japanese language teachers. 
　　However, for the past 24 years, there had been no follow-up studies of the opinions of 
former students about the curriculum of the Japanese language education major and minor 
programs at this university. 
　　This paper will report on the results of a questionnaire given to Japanese education 
minor degree students who formerly completed the program and deals with various questions 
related to Japanese language education and Japanese language teachers. Based on the results 
of the questionnaire, it will then identify past and present conditions and issues to address in 
seeking to improve Japanese language education in the Department of British and American 
Language and Culture.
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度から 2015（平成 27）年 11 月 1 日現在の文化庁文化部国語課の日本語教育実態調査の結
果から推移を見ていく。
 （１）日本語教育
　1990（平成 2）年度の日本語教育実施機関・施設等数（全体）は 821 で 2015（平成 27）
年度は 2,012 に、日本語教師数は、8,329 人から 36,168 人で、日本語学習者数は、60,601
人から 191,753 人にそれぞれ増加している。
　また、職務別に見るとボランティアが 2015（平成 27）年度は 2014（平成 26）年度に比
べて 2,819 人、常勤講師が 210 人、非常勤講師が 190 人とそれぞれ増加している。2010（平
成 22）年度以降は、ボランティアが全体の 60％近くを占めていることがわかる（表 1 参照）。
　2015（平成 27）年度の教師数を年代別に見ると、60 代が全体の 23.2％（8,373）で最も多く、
次いで 50 代が 18.2％（6,576）を占めている。現時点までは、若年層よりも中年層が多い
ことがわかる。
　都道府県別の資料で沖縄県（全体）を見てみると、機関・施設数が 24、常勤講師 83（日
本語 65、日本語以外 18）で非常勤教師は 99 となっている（表 2 参照）。
表１．日本語教師数（全体）






































































沖縄県 24 65 18 99 20 202 2,323
　＊文化庁文化部国語課「国内の日本語教育の概要」より筆者作成
　大学機関の場合は、機関・施設数が 9、常勤講師 16（日本語 14、日本語以外 2）で、非









沖縄県 9 14 2 27 0 43 464
　＊文化庁文化部国語課「国内の日本語教育の概要」より筆者作成
 （２）日本語教師養成・研修の現状について
　1990（平成 2）年度から 2015（平成 27）年度のまでの全体の推移を見ると、日本語教師養成・
研修実施機関・施設等数は、146 から 523 で 3.6 倍に増加し、教師数は、1,771 人から 3,866
人で 2.2倍に、受講者数は、15,146人から 26,241人で 1.7倍に増加している。しかし、2014（平
成 26）年度に比べ、平成 27 年度はそれぞれ減少していることがわかる（表 4 参照）。
　2015（平成 27）年度の日本語教師養成（全体）の担当者の内訳は、非常勤教師が 1,760
人（45.5％）と多く、以下、常勤教師が 1,737（44.9％）、ボランティアが 369 人（9.5％）
の順となっている。
表４．日本語教師養成・研修実施機関・施設等数（全体）
平成2年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度
機関・
施設等数
146 552 525 600 607 557 523
教師数 1,771 5,525 4,753 4,566 4,211 4,271 3,866










平成 12 年度の文化庁の「日本語教師養成において必要とされる教育内容」に沿って 3 領域「言
語に関わる領域」、「社会・文化・地域に関わる領域」、「教育に関わる領域」に改編し、現在






















非常勤講師 18、ボランティアが 0 となっている。大学機関だけを見ると、機関・施設数は 4、











　最初の修了生 4 人を出したのは 1997（平成 9）年になるが、それ以降、修了生は年々増
え続け、2016（平成 28）年までに総数 526 人に上る。表 5 を見ると、2004（平成 16）年
には社文（社会文化学科）2 人、2006（平成 18）年には社文 1 人が含まれるが、これにつ
いては、2006 年度までは、日本文化学科と英米言語文化学科のみに限られているという
履修規程がなかったためである。他学部からの要望はあるものの、受講生の人数の関係で
2003（平成 15）年度以降は、履修可能な学科を日本文化学科と英米言語文化学科の 2 学
科とした。また、「課程等」、「科目等」と記してあるのは、卒業してから、日本語教師の資
格のみを取得するために通学する学生のことを指している。なお、1997（平成 9）年から
2016（平成 28）年までの修了生の内訳を表 5 に示す。
表５．日本語教育副専攻課程修了生の人数 1997（平成 9）年～ 2016（平成 28）年
1997（平成 9）    年
英文科
　　　　 4 人
1998（平成 10）年 10 
1999（平成 11）年 13 
2000（平成 12）年 11 ＋ 3（課程等）
2001（平成 13）年 15 ＋ 6（課程等）
2002（平成 14）年 25 ＋ 6（課程等）













































チングで１人約 30 分、あるいは 45 分の教壇実習となる。対象者は、4 タイプあり、①本学
の学部学科に所属している正規学部留学生、②協定校から受け入れている１年間の短期交換
留学生（東海大学、韓南大学校、澳門大学、レンヌ第 2 大学、南ユタ大学、嘉泉大学校、釜





2012（平成 24）年 23 
2013（平成 25）年 36 
2014（平成 26）年 20 
2015（平成 27）年 18 ＋ 4（科目等）
2016（平成 28）年 22 ＋ 2（科目等）




































　2004（平成 16）年度から中国の福建師範大学外国語学院日本語系（毎年 9 月の 3 週間）
において実施していたが、2011（平成 23）年度以降、希望者が減少したため、派遣を中止
している。











　さらに上記の 2 校の他に 2013（平成 25）年度にタイ国パンヤーピワット経営大学におい







　2010（平成 22）年 9 月初旬に、米国バージニア州リッチモンド市にあるリッチモンド大





























中国 17、ネパール 8、インドネシア 7、
ベトナム 3、台湾 2、韓国 2、フィリピ
















中国 5、台湾 1、ネパール 6、ベトナム 1、
インドネシア 3、アイルランド 1、ベル








東海大学：毎年 3 月の 3 週間
パンヤーピワット経営大学：毎年 9 月の 3 週間
その他






24）年度、そして 2014（平成 26）年度から 2017（平成 29）年度においては毎年、計 6 回
に渡り、福建師範大学は 2010（平成 22）年度の 1 回、タイ国パンヤーピワット経営大学に









も継続中）に 1 名（年によっては 2 名）を派遣している。タイのヨノック大学については、






























のみ（現在の職業は日本語教師に限らない：31 名中日本語学校勤務 5 名、高等学校（日
本語）2 名、小中学校（日本語）1 人、海外で日本語を教えている者 2 名、日本語教育
の大学院生 2 名、基地内勤務 1 名、一般の企業に勤めている者 15 名、主婦 2 名、無職 1 名）
　　　男性 5 名、女性 26 名（内　県内出身 26 名、県外出身 3 名、外国人 2 名）







 日本語教師にとっての外国語の必要性は、「かなり必要」が 15 人で 48％、次に「必
要」が 10 人で 32％、絶対必要が 5 人で 16％となっている。つまり 31 人中 30 人
（96％）は必要だと答えていることになる。修了生のほとんどは、実用技能英語検定




級 1 級 準 1 級 2 級 準 2 級 3 級 未受験 
人数 0 3 19 5 0 4 
 
表 8．英語以外の英語能力試験のスコアと人数 
試験の種類 スコア 人数 
TOEIC 
400 点台 1 
500 点台 1 
600 点台 3 
700 点台 3 
未記入 1 
TOEFL 600 点台 1 























に記入してもらう方法。（回収率は 50％で、メールでの回答者 24 名、対面での回答者 7 名）
 （５）質問項目：Section1 ⇒外国語学習について（9 項目）







　日本語教師になりたいと思った時期としては、大学に入ってからが多く（大学 1 年から 4
年までの合計 18 人で 58％）、理由としては、「授業を受け始めてから」（6 人で 19％）、と
その他（6 人で 19％）が同等で、その他の理由としては、「将来の職業を考えて」、「留学先
の大学の日本語の授業に参加して」、「大学の先生からの紹介」、「ＴＶや興味から」となって
いる。3 番目は「外国人の友人ができてから」（5 人で 16％）と「海外へ行ってから」（5 人


















TOEFL 600 点台 1








スペイン語検定試験 3 級 1
フランス語検定試験 4 級 1
 （２）日本語教師にとって大切なこと
　日本語教師にとっての外国語の必要性は、「かなり必要」が 15 人で 48％、次に「必要」
が 10 人で 32％、絶対必要が 5 人で 16％となっている。つまり 31 人中 30 人（96％）は必
要だと答えていることになる。修了生のほとんどは、実用技能英語検定試験（英検）を受け








級 1 級 準 1 級 2 級 準 2 級 3 級 未受験
















































































漢字検定試験 準 2 級 1
未記入 20
　次に、日本語教師にとって大切なことを 5 つ（全体で 155 の回答数）選んでもらったところ、
「異文化への理解」（23 回答数で 15％）と「コミュニケーション力」（23 回答数で 15％）が
同数、その次に「幅広い知識」（19 回答数で 12％）、「自国の社会や文化への理解」（17 回
答数で 11％）、「文法的知識」（16 回答数で 10％）の順となっている。現役で日本語教師を
































































　20 科目提供している中で、履修してよかったと思う科目に関しては、複数回答で 203 の
回答があった。そのうち、「日本語教材研究演習」（18 回答数で 9％）、「日本語教授法演習Ⅰ」
（18 回答数で 9％）、「日本語教授法演習Ⅱ」（16 回答数で 8％）、「日本語教育実習Ⅰ」（17 回
－ 25 －
答数で 8％）、「日本語教育実習Ⅱ（学内）」（18 回答数で 9％）、「日本語教育実習Ⅱ（海外）」（11
回答数で 5％）の「教育に関わる領域」の 5 科目を履修してよかったと思う割合が高い。そ
の次に「言語に関わる領域」の 4 科目で、「日本語現代文法Ⅰ」（17 回答数で 8％）、「日本語
現代文法Ⅱ」（14 回答数で 7％）、「日本語表現法演習Ⅰ」（15 回答数で 7％）、「日本語表現法
演習Ⅱ」（16 回答数で 8％）、となっている。そして「社会・文化・地域に関わる領域」の「異
文化理解Ⅰ」（15 回答数で 7％）と「異文化理解Ⅱ」（10 回答数で 5％）の 2 科目である。
　それらの科目を履修してよかった理由としては、複数回答で 85 の回答中、「知識が増えた」












「コミュニケーション力」（14 回答数で 10％）と「沖縄事情」（14 回答数で 10％）が同数、






























































と報告されている。本稿のアンケート調査の対象者 31 人のうち、日本語学校勤務が 5 名、
高等学校が 2 名、小中高が 1 人、海外で教えている者が 2 名、その他は、一般の企業に勤
めているものが多い。本学では日本語教育副専攻課程を修了した者が 2016（平成 28）年ま














師の就職状況は、大学等機関で 3 割、民間の日本語学校で 5 割弱となっており、職務別では、




































































































































2017 年 4 月 6 日の記事によると、沖縄県内の小中高校や特別支援学校で、日本語指導が必
要な児童生徒が 2016 年度で 92 校の 293 人だったことが県教育庁の調査で分かったと報告
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A. 文化に興味がある　　B. ファッションに興味がある　　C. 音楽が好き　


















　① 高校時代　　② 大学 1 年生の時　　③ 大学 2 年生の時　　
　④ 大学 3 年生の時　　⑤ 大学 4 年生の時　　⑥ その他（　　　　　　　　　　）
2．日本語教師になりたいと思ったのはなぜですか。（１つに ○）
　① 本や雑誌を見て　　② 大学説明会で　　③ 授業を受け始めてから　　





　　①　　　　　　②　　　　　　 ③　　　　　  　④　　　　　　　　⑤
4．日本語教師にとって最も大切なことは何だと思いますか。（5 つ選んでください。）
　① 文法的知識　　② 日本語全般に精通していることが必要　　③ 幅広い知識
　④ 全国共通語が話せなければならない　　
　⑤ 沖縄地域共通語を理解していなければならない
　⑥ コミュニケーション力　　⑦ 漢字についての能力　　⑧ 語彙が豊富　　
　⑨ プレゼンテーション能力　　⑩ ＩＴ機器を駆使する能力　　⑪ 異文化への理解　
　⑫ 自国の社会や文化への理解　　⑬ 経験　　⑭ 教育熱心　⑮ 柔軟な態度　　
　⑯ 明るさ　　⑰ 人間性　　⑱ 寛容性　　⑲ 体力　⑳ その他（　　　　　　　　　）
5．履修した科目について答えてください。
履修してよかったと思う科目を選んでください。（複数回答可）　　　
① 日本語現代文法Ⅰ　　② 日本語現代文法Ⅱ　　③ 日本語表現法演習Ⅰ
④ 日本語表現法演習Ⅱ　　⑤ 日本語学概論Ⅰ　　⑥ 日本語学概論Ⅱ　　
⑦ 日本言語史Ⅰ　　⑧ 日本言語史Ⅱ　　⑨ 日本史概論Ⅰ　⑩ 日本史概論Ⅱ　
⑪ 異文化理解Ⅰ　　⑫ 異文化理解Ⅱ　　⑬ 言語学概論Ⅰ　　⑭ 言語学概論Ⅱ　　
⑮ 日本語教材研究演習　　⑯ 日本語教授法演習Ⅰ　　⑰ 日本語教授法演習Ⅱ　　
⑱ 日本語教育実習Ⅰ　　⑲ 日本語教育実習Ⅱ（学内）　⑳ 日本語教育実習Ⅱ（海外）
6．履修して良かったと思ったのはなぜですか。（複数回答可）
　① 日本語教師として役立つ科目である　　② 知識が増えた　　
　③ 実践的な力がついた  ④ 日本語を客観的に理解することができた　　




　① 音声　　② 全国共通語の話し方　　③ コミュニケーション教育　　④ 社会言語学　
　⑤ 教育心理　　⑥ 教育哲学　　⑦ 心理学　　⑧ 日本事情　　⑨ 沖縄事情　　
　⑩ 沖縄地域共通語　　⑪ 認知言語学　　⑫ 対照言語学　　⑬ データ分析　　
　⑭ 語用論　　⑮ 待遇表現　　⑯ 談話分析　　⑰ 男ことば・女ことば　　








　② 教えた期間（2 週間、2 ヶ月のように書いてください） 　　　　　　　　　　
　③ 教えた相手　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　④ 使った教材など　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
10．日本語教師養成課程の科目を履修する前、日本語教師についてどう思いましたか
　① 日本人だから日本語を教えるのは簡単だ。　　　　　　　　　　（複数回答可）
　② 楽しそう・面白そう。
　③ 外国人と交流ができる。
　④ 日本語について、自分の知識・能力はあまり心配ではない。
　⑤ 日本文化について、自分の知識はあまり心配ではない。
　⑥ 就職しやすい。
　⑦ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）
 
11．実際に日本語を教えてみて、どのようなことをあらためて感じますか。
　① 日本人だからそんなに勉強しなくてもできる。　　　　　　　　　（複数回答可）
② 日本語について、自分の知識・能力のなさを知った。
③ 日本文化について、自分の知識のなさを知った。
④ 日本の政治・経済について、自分の知識のなさを知った。
⑤ 学習者の言語について、自分の知識・能力のなさを知った。
⑥ 学習者の国の文化について、自分の知識のなさを知った。
⑦ さらに日本語・日本語教育について理解を深めたいと思った。
⑧ さらに学習者の言語について理解を深めたいと思った。
⑨ さらに日本語教師としての技能を深めたいと思った。
⑩ 日本語教師としての職業に興味を持った。
⑪ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
12．日本語教師としてのキャリアを続けたいですか。
　① はい　　② いいえ
13．これまでの経験を通して、日本語教育全般について、感じたことを自由に書いてくだ
さい。
ご協力ありがとうございました。
